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of Clαdoph01'αωrightiαnαHARVEY 

νオグナ属 (Cladoρhora)はその近縁属のモツレグサ属 (5ρongomorρha)

と非常lとよく似てお り，鈎状の校をもたないモツレグサ属植物，例えばキタ

ミモツレグナ (5.breviarticulata SAKAI)， トグナνモツレグナ (5.saxatilis 

(RupR.) COLLINS)等は νオグナ属植物と区別がつけ難い。 然し，詳細K観察

すると多くの点で属として区別出来る性質が見られる。そのーっ として筆者

は先年 (1954)モツレグナ属にはその発達程度，体lζ於け る所在の部位等lζ差

はあるが必ず輪縁状隔膜 (rim-shapedseptum)が見られる事を明らかに し，

之はνオグナ属から区別される性質である とした。即ち Vオグサ属lζ於いて

は細胞の隔膜又は関節lこ何等特徴的な形態を見る事が出来ないのが通例であ

った。

処が， 日本l主νオグサ属の研究中筆者はチャ νオグサ (C.wrightiana 

HARV.)の関節が特梨な形態を手jーする事を見た。乙の関節については HARVEY

(1859， 1959)は全く記していない。然し，岡村・i'4土 (1902，p.122)は之に相当

する らしい ものを “校 ノiI!l々 ヨリ短キ根ヲ出νテ節ヲ強健ニス"と誌してい

るが図を与えてはいない。チャ νオグサは生|時は濃緑色であるが謄葉標本に

すると名の示す械に茶色tζ変色し，体は大形で 40cm Iζ達し，茎の下部lζ環

状の溢れのあるのが判徴的である。 iflj間部の太さは小紋で 400μ，体の下部で

800μ 』ζ達するが， HARVEY (1959， p.27) Iζよれば 1/2ライン(約 1057μ)の

直径を令するとある。

乙の関節は一見すると上下の細胞が数箇処で， 恰も紅訟dil~の械に， 原形

質泌総を行っている様(乙見える (Fig.1)。ぷし，乙の郎分の縦断面(パラ フィ

ン法による)を見ると原形質idt各ではなく ，上の細胞から数個の悩l肢のない原

形質の突起が多少隆起した似IJ壁内を下降し，下の細胞の上端を把握している

様花見えるが，決して隔膜の中央部lとは見られない (Fig，2)0との点は EGEROD

(1952)が Valoniatrabeculata EGERODで trab巴cuJat巴septumを見ている様
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Fig. 1. Surface view of the articulation， showing 

some protoplasimic protub白rances. X 90. 
Fig. 2. Longitudinal se巴tionof the articulation， showing 

intracuticular protoplasimic protuberance. X 55 

に隔l肢の周辺部以外にだけ突起があるのと は異なる。 チャνオグサの乙の特

徴的な関節は体の多くの部分lζ見られるが最末小枝の最後の関節(1時R::1lf~ 2 

の関節)及び仮棋には見られない。最もよく乙の突起の発達しているのは体

の下部であるが，特』ζ校のI:t:る関節lζは著しく ，校の基l1ii細胞からも突起の

山ているのが認められる。多くの場合各関節に 4~lO 本位の原形質の突起が

見られるが，体の上昔flの関節では下部のそれK於ける よりは数は少なくなっ

ている。乙の突起の太さは体の上部では細 く下部では太くなっているが，大

体 30~60μ の l陪を有する。長さは止部のもので 45~100μ，下部で 70~200μ

であるが， チャ ν オグヅー白 身 ~ I~'市 lこ大きな細胞を千j するので之 lζ比べ全く短

く忠われる。 以11ち，乙の原形質の突起の('1':1三度は 200111立が限度であり，仮

根の様』ζ長く fill長しているものを観察する事は出来なかった。又，との突起

は単条のものばかりでなく ，体の下部の関節では Valoniatrabeculala le於

けるより程度は低いが，叉状又は不規則lと分d皮したものも見られる。乙のi土l

現のH古J切について北大FI1学部rm諜142所蔵のも の及び筆者等の採集牒本を制べ

た処すべてのものに見るおがill来た。|泊って.iJ~ffJj的Iζ消長のあるものでは

なく ，ア ャジオ グサの本質的な性質であると忠、われる。
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ζ の原形質の炎起は WILLE(BRAND等の文献による)が俊成棋(訳語は

岡村による ;extra-， intrakutikulare Verstarkungsrhizinen)と呼んだものと

は関節の制強と云ふ点では似ているが，彼の云う様lとは長く併l長せず又多管

的な構造をもとらない。又 BRAND(は19卯Oω9引1の不定根(伶extra仕帽， I泊ntr

Adv巴ntiωvr巾hi包zoωideω)とは発生学的， '}形診態学的lκζ も全く別のものであり，テャ ν

オグすに於いては殆んど規則的に多くの関節lζ見られる。むしろ，之は EGE-

RODの trabeculaeIC近似のものと思われる。一方，天然lζ産するチャ ν才

グサでは体の基部細胞から健成根又は不定根と称すべき仮根がよく発出して

岩石等に附着している。千原光雄氏は乙の植物の関節部の突起が天然lζ見ら

れる附着の為の仮根の様lζ伸長するかどうかを確かめる為チャ νオグチを切

断して培養しているが，今の処では仮根として伸長する事はないと云ってい

る。又，との突起は関節の尉辺lζ多少見られるが，之が全部仮根として発生し

た場合輸生する仮椴として認められるだろうが，チャ乙/;才グサ以外のνオグ

ナ属植物tζ於いては仮根は一関節からは l本だけ下降するのが通例である。

乙の突起の発生法として，体の最上部の関節(若い部分)に之が見られな

い点から，細胞分裂の時に一次的に生ずるものであるとは考えられない。随

って可能な方法として次の場合が考えられる。即ち，隔j院の形成が終ってか

ら (1)細胞の下端周辺部から部分的に原形質が下降して生ずるか，或いは (2)

下部の細胞の生長により上部の細胞の下端がれjIし上げられる時lζ部分的に原

形質が周辺部にだけ残され，その結栄として生ずるかの何れかである。然し

之さ吉:の事は未だli<<iかめられていない。

チャ νオグナ』ζ体及び細胞の大きさ等の似ている才オ Vオグナ (C.jaρ0-

nica YAMADA)，カタ乙ノオグサ(G.ohkuboana HOLMES)，クロ乙/.オグサ(G.ru-

gulosαMARTENS，ζ の種の仮棋は一関白1から 2-311!'!l発出する)，外凶庄の

C. catentfera KUETZ.， C. feredayi HARV.， C ρellucιda (HUDS.) KUETZ 及び

C.ρrolifera (ROTH) KUWfZ 等を制苦笑したが之等には特徴的な関節は全く見

られなかった。民IJちチャ νオグサは他のVオグナ属植物[乙比 し非常に特徴的

な種であると考えられる。

本稿を終るに当り，終始街i懇:ぬ‘な御指導と存jJ%殺j立を賜った山間キ児教授

に衷心よ り感謝申し上げる。又東京教育大学下回臨海実験所の千原光雄氏か

らは材料の舵fJtを]貝き，先生学的な国iから1湖l芯;見を1民いた引を感謝1.11し上げ

る。
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R長sume

1n Clctdo]Jhoγα tω'/''ight'iana HARVEY rernal'kable rnorphological 'charactel' 

of the articulations is obsel'ved in tlぜrnostpal'ts of the fronds except for the 

ultirnate articulation and l'hizoid， The articulations of the fronds have 4-10， 
shol't (45-100μupwal'd， and 70-200μdownward)， non-septate， intracuticula1' 

protoplasmi巴 p1'otube1'ances， They descend frorn lower巴ndof the segrnent， 

and surround th巴 upp巴rend of the just beneath segrnent (Figs. 1， 2). The well-
developed protuberances are obse1'ved in the segrnents of branch-insertion. 

These protuberances a1'巴 observedin th巴 specimenscollected from Shirnoda， 

the type locality， as well as frorn the other parts of Japan. This outstanding 
articulations of C.ωj'ightiαnαhas not been reported in the other species of 
the genus. 
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